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英語商業通信文の Complimentary
Closeに関する一考察
? ? ?
犬
(1) 
英語商業通信文における ComplimentaryCloseの “Yoursfaithfully," 
とか “Yoursvery truly,"などの語は日本語の商業通信文における結語の
「敬具」に相当する。
日本語商業通信文で頭語に「拝啓」を使用すれば，結語は「敬具」とする
のがふつうであるように， 英語商業通信文でも頭語に相当する Salutation
を “DearSirs,’'で始めれば ‘‘Yoursfaithfully,"（主として英国系）で，
(2) 
"Gentlemen : "で始めれば Yoursvery truly,＂か “Verytruly yours, " 
(1) アメリカ（表ー2)では ComplimentaryClose [klouzJ (11冊）と Compli-
mentary Closing (2冊）が使われているが，イギリス（表ー1)では Compli-
mentary Close (6冊）， Subscription(5冊）の他に， ComplimentaryClosing, 
Complimentary Closure, Complimentary Ending, Closureが単独で，あるい
は言い換えの語として使われている。例えば， Gartside (1974)は “Thesub-
scription or complimentary closure"のように，言い換えを行っている。また，
Subscriptionとは本来「名を下に書くこと」「記名」の意であるから， Parsons 
and Hughes (1975)のように， ComplimentaryCloseの意味だけでなく Signa-
ture（署名）の部分も含めて使っている場合もある。
(2)硯代の通信文では， 会社や団体にあてる場合， Salutationをイギリスでは，
Dear Sirsにコンマを打ち “DearSirs," とするのに対して， アメリカでは
（次頁へ続く）
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（主として米国系）で締めくくるのがふつうである。換言すれば，日本語の
Gentlemenにコロンを打ち ‘‘Gentlemen:"とするのがふつうである。これは個
人にあてている場合も同じで，英国では “Dear・Sir," "Dear Mr. Doe,"のよう
にコンマを打つのに対して， 米国では “PearSir:" "Dear Mr. Doe:"のよう
にコロンを打つ。ただし，英国では “DearSirs"や “DearMr Doe"の Salu-
tationの後のコンマは略す傾向にあるようだ。 King and Cree (1釘9,p.6)は
「ますます多くの会社が礼辞の後にある空間が本来の句読点の機能を果たすと考
えてコンマを省略している。」と述べており，同書に挙げられている通信文例でも
Salutationの後だけでなく ComplimentaryCloseの後のコンマ，さらには日付
の月日と年の間のコンマ（例えば， 12 October 1切8のように Octoberの後に
コンマがない）も省略されている。これは英国では，例えば， ‘‘Mr""Mrs" "Ms" 
などの省略語におけるピリオッドの省略や TheWestern Shoe Co. Ltd. にお
ける後置の形容詞の役割をしている Ltd.の前の本来は打つべきコンマの省略な
どに見られるように，わかりきっている句読点は省略するという傾向と軌を一に
していると考えられる。このような場合にアメリカではピリオッドやコンマを打
つのがふつうである。ただし， アメリカでも “DearMr. Doe:"におけるコロ
ンの代りに informalな手紙ではコンマを使うことも時にはある (TheKey to 
English, Letter Wri伽 g,1966, p.9)が，英国のような省略硯象は見られない
ようだ。なお， 昔は英国でも “DearSirs,"と共に “Gentlemen,"（ただし，コ
ロンでなくコンマを付ける）が使われていた。 Stephensonは通信文のあて先が
Firm (partnershipの場合と考えられる）の場合は SalutationをDearSirsに，
Limited Company (Personal name), Limited Company (Impersonal Name) 
の場合は Gentlemenあるいは DearSirsにするように勧め， ‘‘G~ntlemen," 
という Salutationで始まる 19通の通信文例 (190通中）を同書に挙げている。
James Stephenson, Principles and Practice of Commercial Correspond⑰ ce 
(London : Sir Isaac Pitman, 1937) p. 8参照。 また， PitmaがsMercantile 
Correspo叫訊ce(London : Sir Isaac Pitman, 1929)にも “Gentlemen,''で始
まる通信文例54通 (332通中）が “DearSirs,"のものと共に挙げられている。
さらに， 1840年代に発行されたといわれる Andersonでは， 30節直の文例中のほ
とんどが個人にあてたものは “Sir,"で， 会社にあてたものは “Gentlemen,” で
始まっており， ‘‘DearSir,’'は9通， ‘‘DearSirs,’'はただの2通しかない。
William Anderson, Practical Mercantile Correspondence (London: Kegan 
Paul, Trench, Triibner, 1840s). （本書には THIRTY-SIXTHEDITION 
REVISED AND ENLARGED. とあるだけで出版年が記されていない。吉田隆
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商業通信文で「拝啓」で書き始めているのに「謹言」で終ったり， 「謹啓」
(3) 
で始めているのに「敬具」で終ったりすれば頭語と結語の丁重さの度合いが
章「商業英語の実際」（研究社 昭和38年） p.18では同書を1840年代に刊行され
たとしている。また同書の通信文例309通の日付は，例えば London,15th April 
18-．のようになっており 18に続く下2桁の数字を補って読むようになってい
る。これらの教本に見られるように本来はイギリスでも会社や団体にあてた通信
文の Salutationは “Gentlemen,"が主流であったと考えられ，現代の通信文に
見られるアメリカの “Gentlemen:"という Salutationもそこにその源流を求め
ることができよう。このことは Parsonsand Hughes (1975, p. 150)が「‘Sir(s)'
と ‘Gentlemen'は非常に堅苦しいので現在ではめったに使われない。」，また
Gartside (1974, p. 21)も「Sir,Madam, Gentlemenの礼辞は非常に堅苦し
いので英国の商業通信文では今はめったに使われない。ただし， Gentlemenは
アメリカでふつう好まれる形である。」と述べていることからも理解できよう。
"Gentlemen"の礼辞について Pinkand Thomas (1963, p. 294)は「同礼辞は
ふつうの商業通信文ではあまり広くは使われていないが，従業員から取締役会へ
あてた手紙や報告書並びに委員会や公共団体や地方官庁にあてた手紙や報告書で
特に用いられる。 “Gentlemen"はふつうの “DearSirs"よりも威厳のある礼辞
なので，例えば， 銀行支店長から本店総支配人 (GeneralManagers)にとか，
文書部長 (secretary)から取締役会にとかのような名あて人に対して敬意を表し
たいという気持ちがある場合に使うべきである。」と述べている。
いずれにしろ，イギリスで硯在では非常に堅苦しいと感じられるからふつう使
われないと考えられている Gentlemenがアメリカで “Gentlemen:"として生
き続けているのは興味深いことである。
(3) 日本語の商業通信文では頭語（起語）と結語を拝啓一敬具，謹啓•一謹言，前略
ー草々，のようにするのが本来の正しい用法であると考えられる。今田辰男「実
用商業通信文」（中央経済社 昭和47年） p.27参照。しかし，最近は「謹啓」の
場合に「敬具」で結ぶこともふつうになっているので，必ずしも誤った用法とは
言えないであろう。染谷晃二郎「ビジネス文書屑晨の手引」（日本法令 昭和44
年） p.40参照。ここに本来の規範と実際の用法とのズレが見られるが．これは「謹
啓」で始めて「謹言」で結ぶとあまりに堅苦しく慇じられるので，それを和らげ
ようという気持ちが無意識の内に働いて「敬具」が使われるようになっていると
考えられよう。 これと同じようなことが米国で “Gentlemen:” で始めて本来の
"Yours very truly,’'で結ばないで，より親しみを表す結辞の“Yourssincerely," 
で結ぶ場合にも見られる。
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一致していないのでおかしいように， 英語の商業通信文でも， 英国系の場
合，会社対会社の通信文で “DearSirs,"で始めているのに， “Yours sin-
cerely,"としたり，米国系の場合， 同じく会社から会社にあてた通信文で
"Gentlemen:’'で始めているのに “Yoursrespectfully,"で締めくくるの
(4) 
は， Salutation（礼辞）と ComplimentaryClose（結辞）の丁重さの度合い
がちぐはぐなのでおかしいということになろう。
Salutation（礼辞）とは同語の動詞 salute（挨拶する）から明らかなよう
に，通信文の本文に入る前の名あて人に対する挨拶の言葉である。これに対
して， Complimentary Close（結辞）とは Complimentary （挨拶の）と
Close（結ぴの言葉）から成る語であるから， 本文の最後に述べる通信文を
締めくくるための挨拶の言葉であるということになろう。故に，礼辞は通信
文がだれにあてられているかによって “DearSirs,’'または “DearSir," 
(5) 
または ‘‘DearMr Doe,’'が使われ，結辞も親疎の度合や調子の点でそれぞ
(4) SalutationとComplimentaryCloseは表面的には日本語商業通信文の頭語
（起語）と結語に相当すると考えることができよう。しかし，日本語商業通信文
における頭語（起語）の「拝啓」や「謹啓」には「貴社ますますご隆昌のことと
お喜び申しあげます。」のような英語商業通信文にはない前文を付けることがふ
つう前提になっている。同じく，結語の「敬具」や「謹言」の前には最後のあい
さつの言葉として未文を付けるのがふつうである。また，英語に相当する語はな
い「前略」という頭語も前文があるのでその存在価値があるということになろ
う。 このように， Salutationと頭語（起語）， ComplimentaryCloseと結語は本
質的に異なるので，これらの語を訳語としてあてることはできない。また．「頭語
（起語）」では動詞 saluteと関連ある名詞 salutationの意味が表されていない。
SalutationとComplimentaryCloseに対する訳語としては，冒頭礼辞，結尾
礼辞（羽田）， 敬辞． 結辞（尾崎）， 冒頭敬辞， 結尾敬辞（実用英語ハンドプッ
ク）などがあるが．本稿ではそれぞれ「礼辞」並びに「結辞」とする。羽田三郎
「英文貿易通信入門」 (4訂版） （関書院 昭和53年） p.3.尾崎茂「ビズネスレ
ターを書くコツ」（商業英語出版 昭和39年） p.151 & p. 156. 森澤三郎・笹森
四郎・安達博吉編著「実用英語ハンドプック」（大修館 1973年） pp.32, 36. 
(5) イギリス英語では MrMrs Msのようにピリオドをふつう付けないが．アメ
リカ英語ではビリオドを付けて Mr.Mrs. Ms.とする。なお未婚か既婚かの区
（次頁へ続く）
英語商業通信文の ComplimentaryCloseに関する一考察（中間） （447)25 
れの礼辞に一致したものでなければならない。また，結辞は本文の内容とも
関係がある。例えば，苦情を申し立てている通信文を，たとえ礼辞が ‘‘Dear
Mr. Doe:” のように個人の名前にあてたものになっていても，親しみを強
く表す ‘‘Verycordially yours, "という結辞で締めくくるということはふ
(6) 
つう考えられないであろう。
これらの Salutationゃ ComplimentaryCloseは， 日本語の商業通信文
の頭語や結語がそうであるように，それぞれの語の意味を考えることもなく
(7) 
ほとんど形式的なものとして使われてきているという面もある。故に，これ
らの形式的な語句を廃して本文のみの簡素化された通信文を作成しようとい
別をせず Missと Mrsの両方に使える Ms(miz〕は本来アメリカでゥーマン
・リプの運動を通して生まれたといわれるが，硯在ではアメリカだけでなくイギ
リスでもふつうに使われるようになっている。未婚か既婚かを明示しない Mrに
対応するのが Msであるということになる (Kingand Cree, 1979, p. 6)。
Thomson and Bland (1980, p. 18) は Msの用法について「女性が既婚か
未婚かわからない時は ‘DearMadam'を使うことになるが， その場合に便利な
のは ‘Ms'である。しかし，女性の中にはこの用法に怒る人もあるかもしれない
ので，もっと広く使われるようになるまでは ‘Ms'は Direction(Inside Address 
のこと）の部分に使い， Salutationの部分では ‘Madam'を堅持するほうが無難
であろう。」と述べている。
(6) Watson (1958) p. 437参照。
(7) 家族や親しい友人にあてた私信の結辞によく使われる Withloveや Loveに
ついて単なる決まり文句にすぎないという次のような記述が見られる。 “I was 
taught, as were most of my generation, that no one should allow himself 
the weak luxury of sentiment or even emotion. To this day when I write 
'Love'at the end of a letter, I always remind myself that it is only mod-
ern affectation, in al respects a matter of form."-John Kenneth Gal-
braith, Economics, Peace and Laughter (Penguin Books, 1971) p. 276. 
Nelson (1962, p. 53)は「結辞は慣習的なものになっているので，多くの人が
それぞれの結辞の意味を少しも考えないで使っているが，立派な通信文担当者は
それぞれの場面に最も適当な語を使うものである。」と述べている。
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(8) 
う動きがアメリカの一部にあり唱道されているのも首肯できよう。
(9) （10) 
しかし， OEDの dearゃyoursの項に挙げられている用例の年代から
も明らかなように，これらの語の入った礼辞や結辞は何百年もの永きにわた
って慣習的に使われ深く根づいているので，アメリカでの一部の筒略化の動
きにもかかわらず，廃れてしまうというところまではなかなかいかないであ
ろう。
本稿では英語商業通信文の中で Salutation と共に使われる Compli-
mentary Closeに関して IYoursとは何か IlYoursと共に使われる副
詞の位置皿 Yoursの省略， の三つに分けて考察を試みるものである。
(8) Administrative Management Society (AMS)はSalutationとComplimen-
tary Closeを省略した “Simplifiedletter"の使用を主唱している。 ただし，
"Simplified letter"では， 本文の最初の文の初めの部分に，例えば， Thank
you, Mr. Doe, for writing us so promptly about..．のように，相手の名前
を入れる，としている。すなわち，それが Salutationの代りをすることになる。
Murphy and Peck (1972) pp.136, 138, 147; Aurner and Wolf (1967) pp. 
613, 615, 622, 140参照。 また， Murphy and Peck (1972, p.136)は，相手
を知らない場合に “DearMr. Brown"とするのは適切でないとか． “Dear"を
使うのが不自然に思える時には “Dear” を使わないでもすむ “Salutopening”の
使用を勧めている。このような動きがイギリスにはなくアメリカにあるというと
ころに，アメリカ人の持つ古い慣習にとらわれずに，新しいものを取り入れてい
こうという進取の気性を読み取ることができる。
(9) The Oxford恥 glishDictio叩 ry.10 vols. (London: Oxford Univ. Press, 
1884-1928) (OED). 
(10) OEDの Dearの項 I.2. c.で‘、Inthe introductory address or subscription 
of a leter.’'とし，さらに ‘‘DearFather, Brother,・ Frie叫， DearJo加， and
the like, are stil affectionate and intimate, and made more so by prefix-
ing My; but Dear Sir (or Dear Mr. A.) has become since the 17th c. 
the ordinary polite form of addressing an equal.’'と付記し， 1450年から
1757年までの10の用例を挙げている。
同辞典の Yoursの項 1.c.で “Inthe subscription of a letter : often 
qualified by an advb. phr., or an adv., as faithfully, sincerely, truly."と
して， 1430年から1890年までの10の用例を挙げている。
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最初に， 英国と米国で ComplimentaryCloseのいろいろが用法の点で
それぞれどのように考えられているかを調べるために，英国並びに米国で発
行された BusinessLettersの教本や BusinessCommunicationに関する
専門書の記述を基礎に表を作成し，同表に基づいて考察を進めることにした
い。
I Yoursとは何か
一覧表から明らかなようにほとんどの ComplimentaryCloseに Yours
が付いている。 すなわち， Yours faithfully, Faithfully yours, Very 
faithfully yours; Yours truly, Truly yours, Yours very truly, Very 
truly yours; Yours sincerely, Sincerely yours, Yours very sincerely, 
Very sincerely yours; Yours cordially, Cordially yours, Yours very 
cordially, Very cordially yours; Yours respectfully, Respectfully 
yoursの17で， faithfully,truly, sincerely, cordially, respectfullyと
いう副詞のそれぞれの前か後に yoursが付いている。
Yoursとは「あなたのもの」あるいは「あなた方のもの」の意であるが，
なぜこの語が通信文の最後に挟拶の語の一部として使われるのか。
これらの ComplimentaryClose に—ly 副詞と共に使われる yours につ
いて Webster'sThir炉在、‘oftenused esp. with an adverbial modifier 
in the complimentary close of a letter to express the polite fiction 
that the sender puts himself entirely at the receiver's disposal"と定
義し， yourstruly, yours faithfully, sincerely yoursの用例を挙げてい
る。
同辞典の定義からわかるように， yours truly等の yoursとは本来通信
文を書き送る人がその通信文の受け取り人の御意に従わせていただくような
立場に自分自身を置いているという虚構的ないんぎんさを「あなたのもの」
(11) Webster's Third New International Dictionary of the English Language. 
,(Springfield, Mass.: Merriam, 1966) (Webster's Third). 
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fully' あるいは問単にした •Yours faithfully'である"| , 1-2． 礼辞(Snlutations)を・I)e.arMr• Long• あるしヽは •Dear Lang• とした湯合。
. I 2-1. 礼辞をDmSfr, Deo, Madam, Dea, Sfr• にした場合、としているが、丁―-1・ー ・-- Dear Si9• に対応する 1)car Mesdnme＄の場合もありうる。
' I 2-2. 礼辞を Mu 心•T Si9, Mg dear Modam. Mg dea9 Si9aにした場介
, • I 2-3. 孔辞を D,a,M,.--, D,ar Miu にした場合"
2-＊ 他に礼辞を SiT.Genr/eme...．＼fadom. Mesdamaにした場合の緒辞として
• Yom obediem.er●antを (Usuall,・ in Governm•n< or official ••m· 
-• p`ondenee）として芋げているまた心llieiallonersの正式な桔辞として、
hooe、加加our oヽm叩 in,9・o“”obedieaIuをホげている．
:!-1． 最もひんばんに使われる結辞(subscription）である。 "DearSir"と1,1じ
＜翌すぎるとか．ぞんざいすぎるということもなくて．ほとんどあらゆる場合に
使われる．
:!-2. •y。“”‘’“lg" は "yoms fai2hful/＂～ほどふつう．には使われないが．それ-， は多分この結辞が somewhac.colouriessであるからであろう。
：ぅ一9. 他方．’＇Y°“””””“lg"は形式1よる必要のない通信文に遭しており．
"／）ea9 M←"の礼辞によく合う，
3-4. “Yom since9e／りは"Yoms mrg,rulg” と191じく "DearMr-＂で始め
る手紙文に91いられるべきである。 "9・ou999C9g rrulg"より少しくだけて
いるので商業の場で使う場合は、ある会社の社長から個人的な知人．例えば．―’ 他の会社の社此にあてた商業通tl文で適巧である＂
:i-5． 本結辞は少々くだけすぎなので商業追f,l文では使うぺきでない．
:i-* Yours o如dinnt/gや Yomobedieni sc90のIは今Hではあまりふつうで
ばないが．o991ciaIcorresponden•e の中で｀また求職，，によって（問違って）
9年々 使われる．＂ Yomfaithfully"あるし、は “Yommpeelfu/1がのほう
が適当である"
H. 会社(compnnyor firm）にあてる鳩介ば1)earSir•' で始めて •y0999S
loithluliy｀ で綿めくくりなさい，お／i．いに知らない個人にあてた通け文はふ
っぅ •Deo, Si,・ゃ •Dm Mndom'で始めて‘.0umfaithfully• で締めくく
るぺきである、
3-l. ＂Your● 9ai9hfullゞ はほとんどの鵡哀道fi文で適切であるが．もっとくだ
_‘ けた場介にも使える。fない人にあてた通伯文では “You,a,●spetfull§がよい
臼． 今 l1では多くの・全＼社が個人的に知らない場介でも Dm{M,-,Y,u, .
•incodg の形式を用い這俎文の潤 f'をより親しみのある、しかもバーソナ
＇しなものにしていもしまいにはこの形式もふつうになり現在の fl!位を火な
うことになろう．
--1 [8-2一 ； 恒言孟豆歪喜丘苔豆茫竺三ご
，，使われる＾---—→一．j_＿_ ＿」 ．L-J 78] ；屋国t琴謡五三しこ玉云｀；；；；
: i I R-2. I·.の人 (•uperiors) にあてた f•紙の中でかつて,..使われたが現／£では1化
□ /［；i辞る密：租：；：遥場：；  〗介
????????
―?
? ? ?
? ? ? ? ? ? ? ?????
? ? ? ? ?
? ? ?
??
??
? ? ? ? ?
? ? ? ? ?
［ 
- 戸-1-1-
！＇ 
: i ! 
, 1 
女表の中の0印をf寸した結辞は賓者が使用を勤めているものである。
： ; _→
0 ! ！ 
??
—·—•- -i 
゜
| 
5:1 I 
□C)4丁――T-1 
signing•off phraseとして 9ヽる：
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表ー2 （アメリカ）
I 2 3 • 4 5 6 7 8 ， IO 1 12 13 14 
Complimentary 
ベi ｀  芸て[ ｀ 且g ., g . i ロ •弓マ ペi § < i ［ I 『§ 3 ＜ Closes（結辞）
｀ ［ 邑 し旦［ ： そ5 ｀§ ゜： 
., < g し5 l 3< ｀ iu •. : ｀ i ．゜ 旧名 iヽ： •5 マ ］ 苫§ l “- • 
（惰者名） l l U （出版年）
I SI血dad&ok of ゜゜ ゜゜ ゜゜゜゜ ゜0 L,11.,IV,ili喝 (IVaIson) 1-I 
p"431-438 (I颯 1958)
2 B"加S9E叫i,hio Aclim, ？ ， ， , 9' 
0 (Tressler a叫 Lipman) Co『rectcomplimentary closes are: Less [omal 
p.38 1957) 
3 The Keg lo E叫祉， Lrltr ゜ ゜ ゜゜゜o W,iti喀 3-3 
,~11-12 (196) I 
o I ； o 4 E/／ecti9e Cmmmicatim in ゜ ？ ？ ゜， ゜゜゜OB四虹n(AurnermdWolO 4-1 ne most c四 mooly匹al
p．位岱 (101) 
closes in business messages 
！ 9『e:
0 Ii O l ' 5 (ES叫Iewi,J,aI /o, B四畑9,Boo1 2 
！ ゜゜ ゜゜△ lewarl, La,lmm a叫 Zimmer) 5-1 
p.57蕊 1968) 
6 Bu,i,m Co躙四micoli. ゜ ゜゜ ゜゜ ゜o (De,li,I 
pp.121-122 & p.124 I!li8） 
7 Bu9加9LRose1eo1er thiWl arad i1油R叫Mm叫a,e) 
。
゜ ゜ ゜゜O Si●p/, ( I 1 7-1 7-1 1-1 
p.31 1968) 
8 T，，，引匹 Boolof Busi証" | ゜ ゜゜0 ゜ ゜△ Leuer Wrili喝 (Wiener) | 
p.17 (I蹄｝
9 B匹ims• Wrili喝．s＇”祉 ° | ° ゜゜0 Edili輝 (Janisand Dressnerl 9-1 9-1 I 9-2 9-2 
p.32 (1912) 
10 E//ecli叩伽•i氾., ゜゜゜゜゜0 c.. icali匹 10-1 (Murphy and Peck) 
p, 138 (1912) 
I PmC匹.WieaoeveWraindli喝R. ゜ ゜゜゜0 ゜0 (P. G. Wemr) 
p.43 (197) 
12 WBu,•Wi厄喝99皿(Jd,C暉 m四icoli喝 in ゜゜゜゜゜0 (Janis) 12-1 12-1 
~85 (I!18) 
13 Bgs血uWrili呵叫Com•ル ゜ ゜゜゜゜゜ ゜O nicd畑 (Bro•n ad Reidl 
p.'l/・28 (1979) 
0 CoComplilimentary Closeとしている。
△ Clos;ngとしている。
英語商業通信文の ComplimentaryCloseに関する一考察（中間） （453)31 
15 16 17 18 19 20 21 2 ＊表の中の0印を付した結辞は著者が使用を勧めているものである。
『i i 曰! 3 ＜ ！ ペ ［ ． ［ 史iヽ旦： j 争i l ｀ ． §゜ g il iヽ： 
注 (0印を付した組辞についての醤者の記述を要約しであるいは原文のまま88
した。ただし．本稿の考察上必要な場合に饂った。）
゜゜ ゜ ゜ 1-1 ，"．Y迷ouうr場!J合truはly本~は結ふ辞つをう使のう晦の業が通一組蓄文よでい棗。もひんばんに使われる結辞であ1-2 
1-2. 本結辞はふつう晦人か現高ら位在顧ので客聖はへ職そのの者通たやめ侶官に文庁はや等“従のF業a高lt閃h官fかuにlらあy雇てyo主たuへ『手ずの紙の通文ほ信のう文中がにでよおいて使われる疇また、
もしばしば使われるが． ly you 
゜
りよい結辞であると考えられる。
L'9 1一女． この他にAlwayssincorely yoursと Mostcordially yoursがやげられ
closings are: 2-1 I I ている。
！ 
2→I Rupectfull11 yours ma.y.be used in nddressing high-ranking officials 
of the church nnd state. 
品 ゜ 品］
:t;l, so"u"CnRd oearf<lpeinelntly £dulyly; (lyuy rsH in 1. formal ¥e,ttcr where there is n<lesire t(l 
a-2 is much superior otuo rst .he in wa ritfoer mian l rluentk er CJr adsdtaretuss. ed esto pea cipaelry solen ttwehro s 
in which requests are made: 
I :-l-:-l "Yours very trul~~.. which is less nbrupt than "Yours truly." but 
0 I 
帥 unrlsold0f皿 hionerltoday. 
゜゜゜ ゜ 1-1'「heclos{IYou.r, t r1,1ly is less often used in modern cgrreapondence hecause it sounds abrupt. ； ！ 4-女． この他に Respectfullysubmitted.が苓げられている。I 
o I ＇ o ゜゜0 I i O l i 
5-1 Not ice that the clo>1ing Yours truly is not included in the lisL This 
closing, although still used by many, is considered abrupt by experi• 
eneed lettei-w『iters.
！ i ， 
1 ゜゜ ゜ l ゜［ー•一—
I 
I: 品
7-1. , you""Y rsu"urの!:I順!:Iiにnc親erしelみy,'をH滋Sinすce度re合lyをy増outr!:I,.．1:-a ithful¥y youu:• "Co rd i a I y 
7-2. M Rea pee t ruly yours" has gone out 0£ Cashion and is now generally 
restricted to correspondence with dignitaries or official superiors in 
form且IsituationN 
0 ゜
• 9?4 1 
9-2 1 S1-如incr.,er、er/9ulu 1oaunra d Tor uSly inycoeurea ly aris e sbueictoamblie ng wrhaen re. some friendly con-
tact with the resder has already been established 
9-:i. Cordio/111 your~ or Cordia/111 may he四 edin w『itingto a persona I 
, l, 9-,t, aeqRua e•ipnet a ctnfeuel, g IJOUrs is occasionally used in writing to an older 
- 1 
゜ ！ 
person, nn employer. a government official. or some other person 
! 
toward whom it is desired to show special consideration. 
10-1.... On the contrary. with "'truly" many prefer both..匹 ry"ond..”"～：
． ！ afobor ujt ustt hips laeixn p・rveosu霧riosnt. rThulyu"s 血thsey faulse n in disfavor hotruibeclye c"aoris u・e Veroy f jtorkuely s 
． yours..Still others dislike all the "trulYyou's." rsTho 匹 yc is up to you. 
゜ ゜
゜゜ ゜゜゜
12-1. よりYoやursや冷 rヽたuiuいや感じTで'I'u•lgもうuoめuっTsたはにV使“わ“れ”なulくuな"゜づUaT暑ヽゃる。y。“”"““trulu
12-2 12-2 
. 12-2. でC使oうrdのiaがl正yしyoい“”。 や Cordiallyは親しい友人と考える人にあてた手紙文
゜゜ ゜゜
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あるいは「あなた方のもの」の意で言い表しているものであり，第二次大戦
前までは下記の1937年の書にある用例のように Weareゃ Weremainと
共に使われることが多かった。
a-1. Hoping to be favoured with your further commands, 
We are, dear Sirs, 
Yours truly, 
-James Stephenson, Principles and Practice 
of Commercial Correspondence (1937), p.148 
（礼辞は DearSirs,) 
a-2. Trusting you are satisfied with the way we have managed 
this business, 
We remain, Gentlemen, 
(12) 
Yours faithfully: 
-Ibid., p. 231（ネし辞は Gentlemen,)
Yours trulyゃ Yoursfaithfullyは硯代の通信文の中ではふつうこれだ
けで独立して使われるが，上の用例からわかるように， Yourstruly (faith-
fully)の Yoursとは本来，主語の We(I)に続く不完全自動詞 are(am) 
あるいは remainの補語であり， 上例はそれぞれ Weare yours truly 
(a-1); We remain yours faithfully (a-2) となる。 それぞれの結辞を直
訳すると「当社ば心から貴社のものである。」「当社は誠実に貴社のものとし
てとどまる。」ということになる。すなわち，「当社は貴社のしもべとして貴
社に仕えます。」の意を Weare (remain) yoursで表し，さらにその程度を
ニュアンスの異なるいろいろのーly副詞，すなわち， trulyとか faithfully
を添えることによって表すと考えられよう。
なお， We are (remain) yours truly (faithfully)のweareは初めて
の相手に対する通信文中で用い， we remainは既知の相手に対して使うと
(12)本書における文例ではすべて a-1.,a-2.のように 分詞構文に続く主文の
We are (remain)..．ゃ Iam (remain)..．等の語は別の行になっている（故
に， weは大文字で始まっている）が， Hoping to be favoured with your 
further commands, we are, dear Sirs,と続けて書く場合もある。
英語商業通倍文の ComplimentaryCloseに関する一考察（中間） （455)33 
(13) 
いわれる。これは areと remainという動詞のそれぞれがもつ nuanceの
遮いーすなわち， areは「…である」という現在の状態を言うのに対し，
remainは「…のままでいる， 引き続き…である」という訳の通り，以前か
ら・・・である， ということが表されている一からきていると考えられるが，実
(14) 
際の用例ではそれが必ずしも守られているとは言えないようである。
これらの用例の Weare…,We remain…の Weは複数の人員で構成さ
れている会社が出状しているので 1の複数の weが使われている（故に，
本文の中でも weが使われている）が， 個人が出状する場合は Iam…, I 
remain…になる。また， a_1.の “Weare,"に続く ‘‘dearSirs," a-2.の
"We remain,” に続く “Gentlemen,” はそれぞれの会社にあてている通信文
(15) 
の Salutationにある “DearSirs,"や “Gentlemen,’'が相手に再び敬意を
表するためにくりかえされているものであり，個人にあてた通信文で礼辞が
"Dear Sir,” になっておれば， この部分も当然それに合わせて “Weare, 
dear Sir,"と単数になっているところである。
用例 a-1. ならぴに a-2.は本文の最後のパラグラフが分詞構文のーing
形，すなわち， a-1.は Hoping...a-2.は Trusting.．．で始まっており，こ
の部分が主文の Weare (remain) yours truly (faithfully)の主語の We
に形容詞としてかかり修飾している。
このように本文の最後のパラグラフが分詞構文で始まり主文の Weare 
(remaim)…の結辞で終わる用例 a-1.,a-2.に対して， 次の用例のように
We are (remain)…が独立して一すなわち， a-1.や a-2.のように分詞構
(13) 中村賢二郎「外国貿易英語商業通信の理論と実際」（富士出版 昭和22年）
p.4璃照。
(14) Stephenson（注（2）参照）に挙げられている通信文例の中にも Weremainと
してしかるぺきところなのに Weareとしている例が散見される。なお，注(17)
のLitleの I(We) remainに関する記述も参照。
(15) Gentlemenの後がコロンでなくコンマになっている。注(2)参照。
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(16) 
文あるいはそれに相当する語句で主文の主語の Weにかかる修飾語が We
(17) 
の前にないー用いられている場合もある。
a-3. This offer will remain open until the receipt of your wire 
per return. 
We are, 
Yours faithfully, 
(18) 
-Ibid., p. 63（礼辞は DearSirs,) 
a-4. In order to settle up all matters in connection with the ac-
counts, I am balancing my books on the 28th inst., and shall be 
(16)分詞構文に相当する語句としては Stephenson（注（2)参照）にある (1)In 
anticipation of a favourable reply, I am, Dear Sirs, Yours respectfully, 
(p. 29), (2) In the hope that this trial order will lead to an enduring 
connection with you, We remain, Very truly yours, (p. 78), (3) Always 
ready to reciprocate, We remain, Yours faithfully, (p.177)などのイクリッ
ク部分を挙げることができる。なお， 結辞の部分でくりかえされている dear
Sir(s)の dearはa-1.のように小文字の場合と本例 (1)のように大文字で始め
ている場合とがあるが，小文字のほうが多く見られる。
(17) Little (1970, p. 110)は Iam, We areを Yoursfaithfullyの前の行に用
いるのは，これらの語は文を完全にするために付け加えられる必要があることを
考えると， Iゃ Weにかかる分詞構文で手紙が終っていない限り意味がない，
と述べているが果たしてそうであろうか。その通りであるとすれば a-3.ゃa-4．
の用例における Yoursfaithfullyの前の Weareや Iremainの用法は間逮い
であるということになる。手紙文の最後が分詞構文になっている場合に次行に 1
amゃWeareがないのはその分詞構文のかかる語がな<danglingparticipleに
なるのでもちろん間遣いでありよくない（しかし実際にはよく見られた） が，
a-3.や a-4. のように分詞構文がなくても， We areや IremainはYours
faithfullyの yoursの主語と述語動詞であることを考えると， 決して間遮いで
はなく正しい用法である。 Littleはさらに，これらの分詞構文は大部分エドワー
ド7世時代の商業用語 (commercialjargon)からのきまり文句で使わないのが
最善であり， 故に硯代の通信文では Iamゃ Weare （これらのばかけた変形
である Iremainや Weremain)を正当化する理由は少しもない， と述べて
いるが， I amゃ Weareは分詞構文がなくても存在しうるということを強調
しておきたい。
(18)結辞を Weare,'dear Sirs, Yours faithfully,とdearSirsをくりかえす場
合もある。
英語商業通信文の ComplimentaryCloseに閲する一考察（中間） （457)35 
glad・ if you will forward me a statement of your account up to 
and including that date. 
I remain, 
Yours faithfully, 
(19) 
-Ibid., p. 45（礼辞は Gentlemen,)
．用例 a-1. と a-2.に見られるように，昔は通信文の本文の最後のパラグ
ラフを分詞構文で始めて， Weare (remain), dear Sirs, Yours faithfully 
ゃ Weare (remain), Yours faithfullyという主文の結辞で締めくくると
いうことが盛んに行われた。 しかし， 時代の推移と共に， このように分詞
構文で始めて Weare,…で終ったり，分詞構文という補足的部分こそ付い
てはいないが， a-3., a-4.のようにやはり主語の weゃ Iで始めて We
are, Yours faithfullyゃ Iremain, Yours faithfollyで通信文を締めく
(20) 
くるというような形式はあまり iュ堅苦しくて，新しい時代の感覚に合わなく
なり， We are (remain)の主語と動詞の部分が省略され， 補語の Yours
(21) 
と副詞の faithfullyだけが残ることになって現代に至っていると考えられ
(19) 同じく，結辞を Iremain, Gentlemen, Yours, faitfuly,とGentlemenを
くりかえす場合もある。なお， a-3.,a-4.とも，結辞の Weare,ゃIremain, 
のWeゃIにかかる分詞構文のような修飾語句がないことを示すために最後の
パラグラフを挙げておいた。
(20) すなわち，遠隔地の相手に伝えられる内容は堅苦しい文体の書き言莱でしたた
められた手紙によるしか方法がなく，しかも手紙が相手に届くのに長時間を要し
たという悠長な時代とは異なり，電信・電話の発達により伝えられる内容が話し言
葉でどんどん相手に届くようになると共に，輸送手段の発達で郵便が今までより
も早く確実に相手に届くようになった時代である。そのようにスピード化され，
通信手段の多様化された時代になると，話し言葉にできるだけ近づいた書き言葉
が要求されることになろう。すなわち．言文一致の度合が進むということである。
(21) しかし． Eliot(1979, p. 123)は法律事務所の中には多分印象づけるためであ
ろうが Weremain, dear Sirs, Yours very truly,（それぞれの行を引込めて
3行に書かれている）という長くしかも堅苦しい結辞を使うところもあり，なか
なか昔からの慣習はなくならないものである，と述べ，硯在でも使われる場合が
あることを示唆している。しかし，このことは英国系の，しかも新しいものに変え
ることを好まない古い歴史のある会社の場合に限られるであろうと考えられる。
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よう。
このことを英語商業通信文教本に挙げられている通信文に見てみよう。
1840年代に発行されたとされる Anderson（注（2)参照）では， 通信文例
309通のほとんど全部が Weare (remain)．．．やそれに相当する語句で締め
(22) 
くくられている。 それが，約100年後に発行された Stephenson(1937,注
(22) 1840年代発行の同書に挙げられている結辞の多くが，（1)We are truly, Sir, 
your obedient servants, (p. 47) (2) Regretting the trouble you have had 
in this transaction, I remain, Gentlemen, your obedient servant, (p. 66) 
(3) Awaiting your immediate explanation, I remain, Sir, your obedient 
servant, (p.65)のように， Weareや Iremainの次に置かれる補語は yours
ではなくて yourobedient servant (s)（あなたの従順な僕）になっている。ま
た，同書には動詞 believeと共に用いられている Believeme to remain, 
Sir, your obedient servant, (p. 87)やその類例の結辞も多く見られる。 これ
らのことから yourobedient servantsを用いた Weare your obedient ser-
vantsはWeare yours faithfullyよりも古い結辞であると考えられよう。言文
一致の度合が進むにつれて， We are your obedient servants から Weare 
yours faithfullyに， さらに単なる Yoursfaithfully に変ったと考えられ
る。なお，注 (2)で述べたように， 本書では個人にあてた通信文の礼辞は硯代
の通侶文では非常に formal であると考えられる “Sir,"になっており，会社に
あてたものは “Gentlemen,” になっており，それが結辞の部分でくりかえされ
ている。
Your obedient servant(s) という古い結辞について Thomsonand Bland 
(1980, p.24)は， 本結辞はまさに消滅寸前であり， 今日ではだれも乞食ではな
いように自分をだれかの召使い (servant)一従順 (obedient) であろうとなか
ろうとーであると考えるものはほとんどいない， と述べている。 TheKey to 
English, Letter Writing (1966, p. 11)も，昔は英文の手紙を “Believeme, 
sir, to be your most humble and obedient servant"のような長い文章で締
めくくったのであるが今日ではそのような語は18世紀のかつらやプリーチズのよ
うに過去の時代のもので， そこから生き残っているのが yoursであり，それは
今日用いられているほとんどすべての結辞に硯れる，と言っている。
商業通信文では過去の遺物と考えられる Yourobedient servantも型にはま
った形式を重んじる外交文書の公文書の書簡では結びの挨拶に使われるようであ
る。三浦和ー「外交の英語」（研究社 1977年） pp.39-43参照。
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(2)参照）では，通信文例190通の内 110通が Weare (remain)で始まる
結辞で，残り80通が Weare (remain)の省略された Yoursfaithfullyゃ
その他の結辞になっている。
では， アメリカでは事情はどうなっていたのだろうか。 Stephenson
(23) 
(1937,注（2)参照）とほとんど同じ時期に発行された Buck(1936)には
We are (remain)で始まる結辞のある通信文例は一通も紹介されていない
が，同書の結辞の項 (p.43)で「外国への通信文の結辞は ‘‘Weare, dear 
(3}) 
Sirs, Faithfully yours とすべきであるとしている DirectMail Adver-
tising Association, Inc. の bulletin の記述をそのまま引用している。
このことは， アメリカ国内での通信文ではイギリスよりも早くから結辞で
We are (remain)を省略することが行われていた， すなわち言文一致の度
合がより進んでいたということ，それにもかかわらず外国への通信文では昔
から使われてきた ‘‘Weare, dear Sirs,"を省略しないで旧来の形を守った
ほうが，省略することによって礼を失するということもないので，無難であ
ろうと考えたということを示しているのではなかろうか。
(25) 
安達博吉氏は Pitman'sCommercz'al Correspondence and Commercial 
English (London: Sir Isaac Pitman)の1930年版と1956年版を比較して，
旧版 (1930)には Weare, Gentlemen, Yours faithfullyのような旧来の
結辞で結んだ通信文が 105例あったのが，改訂版 (1956)では 7例に減って
(26) 
いる，しかし，なお7例を残しているというところに英国の保守性が見られ
(23) Charles Edgar Buck, The Business Letter-Writer's Manual (New York: 
Doubleday, Doran, 1936). 
(24) なお，イギリス式の Yoursfaithfullyでなくアメリカ式に副詞を強めて Faith-
fully yoursになっている。
(25) 安達博吉「商用通信教本に見られる英国の保守性」「日本商業英語学会研究年
報」 1959.pp. 53-75. 
(26) "English people tend to be rather conservative-a litle more so, perhaps, 
than most others."-Peter Bromhead, Life in Modern Britain (London: 
Longman, 1974) p. 2. 
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る，と述ぺておられる。
このように1956年版のイギリスの同書には，なおも 7例の旧来の結辞が見
られたのであるが，表ー1（イギリス）に挙げられている1954年及ぴそれ以
降に出版された教本や専門書においては Weare, Yours faithfullyとい
う古い結辞を使っている模範通信文例は一通も紹介されていない。すべて
We are (remain)の省略された Yoursfaithfullyだけの結辞になっている。
現実には Elliot(1979, p. 123)（注(21)参照）が述べているような例外の古
い結辞があったり，また海外の主として非英語国からの手紙の中にはこのよ
うな古い結辞を使っている例もたまに見受けられるようであるが，少なくと
も英語商業通信文教本の模範文例からは1950年代中頃を境にこのような古い
結辞はほとんど姿を消したと言えよう。
I[ Yoursと共に使われる副詞の位置
冒頭に挙げた一覧表によると， yoursの後に副詞が置かれているのは
Yours faithfully, Yours truly, Yours very truly, Yours sincerely, 
Yours very sincerely, Yours cordially, Yours very cordially, Yours 
respectfullyの8で，副詞が前置されているのは Faithfullyyours, Very 
faithfully yours, Truly yours, Very truly yours, Sincerely yours, 
Very sincerely yours, Cordially yours, Very cordially yours, Respect-
fully yoursの 9である。すなわち， 全部で 17の yoursが付いている
Complimentary Closeの内，約半分の yoursにはーly副詞が後に置かれ，
残りの yoursにはーly副詞が前に置かれ， さらにその内のある副詞には
veryという副詞が付いているということになる。
では， yours の後に—ly 副詞が置かれているのと yours の前に置かれて
いるのとではどのように遮うのか。 ComplimentaryCloseとして yoursと
共に使われている faithfully,truly, sincerely, cordially, respectfully 
のーly副詞は様態の副詞 (Adverbof manner)で， それらはふつう文尾
に置かれる。前章で見たように，現代の通信文ではこれだけで独立して使わ
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れる yoursfaithfully等の ComplimentaryCloseは本来， We remain 
に続くものであるから， Weare (remain) yours faithfullyのように理解
することができる。そうすると，様態のーly副詞である faithfullyはふつ
う文尾， すなわち， yoursの後に置かれ， 動詞の are(remain)を修飾す
ることになる。 すなわち， 本文は Weが主語， are(remain)が動詞であ
るが， We are (remain)だけでは文は成立しないので yoursという補語
を必要とする。そうすると，本文は Weが主語， are(remain)が不完全自
動詞， yoursが主格補語の，いわゆる S+V+Cの第2文型であり，それに
are (remain)という動詞を修飾する様態のーly副詞が添えられ， Weはど
のような状態で yoursなのかが表されているということになる。
様態を表すーly副詞の位置としては，既に考察したように， We are 
(remain) yours faithfullyの文から， yoursの後が最もふつうであると
いうことになるから，それを強めるためにはそのふつうの位置である文尾か
ら移動させねばならない。では，どこに移動させたら強められることになる
のか。 Faithfully等の様態を表す副詞は， 同じように副詞ではあるが文頭
(27) 
に位置してしばしば文全体を修飾する fortunatelyとか luckily とかの副
詞とは意味の上から異なるので文頭に置くことはできないし，また，これら
の副詞は are(remain)の動詞を修飾しているのでそれらに近い位置でなけ
ればならない。そうすると， faithfully等のーly副詞の位置として残されて
いるのは文中，すなわち，下記の用例にある Weare (remain) faithfully 
yoursという yoursの前ということになる。
a-5. Trusting to receive an early renewal of your orders, 
We are, dear Sir, 
Faithfully yours, 
-Ibid., p. 170 
(27) Happily he did not die. Fortunately the weather was good. Luckily 
I was at home when he came.等の文で文頭にある happily,fortunately, 
luckilyのいわゆる sentence-modifyingadverbを指す。八木林太郎「副詞・
接続詞・感投詞」（研究社昭和30年） p.8.
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a-6. In the hope that this tri~l order will lead to an enduring 
connection with you, 
We remain, 
Very truly yours, 
-Ibid., p. 78 
すなわち，上記の用例にあるような Faithfullyyoursゃ Verytruly 
yoursは，それぞれ本来 Yoursfaithfully, Yours very trulyで，その中
の文尾にある副詞 faithfully,very trulyが強調のために yoursの前にで
てきて Weare, We remainの are,remain という自動詞を修飾してい
ると考えられる。
前章で考察したように， 現代の通信文では Yoursfaithfullyゃ Yours
very truly, さらに副詞が強められた Faithfullyyours, Very truly yours 
等の ComplimentaryCloseはふつぅ WeremainゃWeareと共には使わ
れなくなっている。換言すると， Yours faithfullyゃ Yoursvery truly, 
さらに Faithfullyyoursゃ Verytruly yoursはこれだけで独立して，し
かもその意味を考えないで形式的に使われるので， これらの副詞は本来，
We are (remain)の areや remain という動詞にかかるという言語的事
実が忘れられつつあると考えられるのではなかろうか。そうすると， Yours
faithfully, Yours very truly, Faithfully yours, Very truly yours等
の ComplimentaryCloseはこれだけで独立して oneunitであると考えら
れるようになり，その結果， faithfully, truly 等の—ly 副詞は， ‘‘quite a 
gentleman"において副詞の quiteが agentlemanという名詞を修飾して
いるように， 名詞の yoursを修飾していると考えることも可能になるので
はなかろうか。
いずれにしろ， Yoursfaithfullyのように yoursの後にーly副詞が置か
れているのがふつうの形であり， Faithfullyyoursのようにーly副詞が
yoursの前に置かれているのがそれを強めた形である，ということにはかわ
りがない。
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Murphy and Peck (1972, p. 138)は Salutationを DearMr. (Mrs., 
Miss, Ms.) Smith ; Gentlemen (Ladies) にした場合の適当な Compli-
mentary Close として Sincerely,Sincerely yours, Yours sincerely, 
Very truly yours, Yours very trulyを挙げている。 Informalから for-
malな結辞の順に並べられているこの表から， Yoursvery trulyというふ
つうの形を強めた形が Verytruly yoursである， すなわち， very truly 
という副詞を yoursの前に置くことによって very truly という語で表
される感情の表出が強くなると考えられよう。同じことが同表の Yours
(28) 
sincerelyに対する Sincerelyyoursについても言えよう。
表ー 2（アメリカ）に挙げた TheKey to English, Letter Writing (1966, 
p.12) も述べているように，アメリカの用法は一般に副詞を yoursの前に
置く形のほうを好み，ィギリスの用法はこの反対であると言えよう。このこ
とは表ー1,表ー2からも明らかである。表ー1（イギリス）に挙げられて
いる22の結辞の内，副詞ーly形が yoursの前に置かれている結辞を可 (0
印）としている著者は一人もいないが，表ー2 （アメリカ）においては，ほ
とんど全部の著者が Verytruly yours, Sincerely yours, Cordially yours, 
Respectfully yoursというーly形副詞が yoursの前に置かれている結辞
を可としているだけでなく， sincerely,cordially, respectfullyの場合に
は副詞を yoursの前に置いた結辞のほうをより好ましいとしていることが
わかる。
このようにアメリカ人は副詞を yoursの前に置いて感情を強く表出する
結辞のほうを好むのに対して，イギリス人はそのようにして感情を表に出す
ことを好まないのであるが，これには両国民のそれぞれの国民性が反映して
いると考えられよう。
(28) この考えに対して， Watson (1958, p. 62)は“Yourssincerely,’'と “Sin-
cerely yours,"の間には意味上少しの遮いもない，と述べているが，本論で考察
しているように sincerelyという副詞の位置の進いとその意味を考えた場合にそ
のような考えに同意することはできない。
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il Yoursの省略
表に挙げられている22の結辞の内， Yoursが省略されているのは Faith-
fully, Sincerely, Very sincerely, Cordially, Respectfullyの5である。
第一章で考察したように，硯代の通信文ではそれ自身で独立して使われる
Yours sincerely等の結辞は本来は， Weare yours sincereiyのように
We are (remain)に続くものであるから， We areの補語の yoursを省
いて Weare sincerelyでは文は成立しない。しかし，時代の推移と共に旧
来の Weare (remain)が省略されて Yourssincerelyだけで使われるよ
うになると， Yoursは本来， Weare (remain)の補語であり，それに添え
られたーly形の副詞は動詞 are(remain)を修飾するという言語的事実は
忘れられて，それ自身で独立していると考えられるようになる。このよう
にそれ自身で独立して使われるようになった F;1ithfullyyours, Sincerely 
yours, Very sincerely yours, Cordially yours, Respectfully yoursの
中にあるそれぞれの yoursが省略されたものと考えられる。 すなわち，本
来は， Weare yours sincerelyか，副詞を強めて前置した Weare sincere-
ly yoursであった結辞の Weareの部分が省略されて， それぞれ Yours
sincerelyあるいは Sincerelyyoursになり，さらに， その中の yoursが
省略されて Sincerely になったと考えられよう。結局， Sincerely とは
Yours sincerely→Sincerely yours→Sincerelyということになり，Sincere-
ly yoursの yoursが省略されたものと言えよう。
では，結辞の中から yoursを省略して Sincerelyだけを使うとはどうい
うことなのか。 ということは， 結局， 省略とは何なのかということになろ
う。
Yours sincerelyはふつう相手の名前を挙げて DearMr. Doe :のよう'
にする礼辞に対して使われる結辞である。 既に考察したように， Sincerely 
yoursは本来， yoursの後にあるべき副詞の sincerelyが強調されて前に
置かれたものである。本来， yoursの後に置くべき副詞を前に置いて強調す
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るということは，意識的にしろ，無意識的にしろ，礼辞にある Mr.Doeに
対して Yourssincerelyではありきたりで冷たい感じがするので Sincerely
yoursとしてより強く親しみの感情を表そうという気持ちが働いているもの
と考えられる。さらに，より親しい相手に対しては，例えば， JohnDoeとい
う人であれば， その人の familynameの Doeではなくて firstnameの
Johnのほうを使い， Dear John:のような礼辞にするであろうから結辞も
親しさの度合の点でそれに合ったものでなければならない。その場合の結辞
が Sincerelyyoursの yoursを省略した Sincerelyであると考えられる。
省略するということは正式にはそこにあるべきものを一部省いて筒単にする
こと，すなわち，略式ということであるから，通信文のあてられている相手
によっては礼を失するということになるが， この場合は礼辞を相手の first
nameを使って PearJohn:とするような親しい間柄なので結辞に Sincere-
lyだけを使っても， yoursを省略するということが失礼にならないし， そ
のほうが相手との距離感を DearJohn:という礼辞にふさわしく近しいも・
のにすると考えられよう。 このような場合に省略をしないで Sincerely
yoursとか Yourssincerelyにすることは相手との関係をよそよそしい遠
いものにしてしまうということになろう。
結辞において yoursが省略される理由は本質的には，上に考察した通り―
であると考えられる。 しかし， Sincerely yours, Very sincerely yours, 
Cordially ・ yoursの場合は sincerelyゃ cordiallyという語のもつ口語的な
本質から考えて yoursが省略されて使われるのは十分理解できるところで
あるが， Faithfullyyoursゃ Respectfullyyoursの yoursが省略されて
使われることは， faithfully, respectfullyという語の意味を考えた場合，
まれであると考えられるし，現実にそのような用例があったとしても，規範
的にはそのような用法は loose であると言っても過言ではないであろう。
事実，表ー1（イギリス）には Faithfully,Respecfullyという yoursの
省略された結辞を挙げている著者は一人もいない。表ー2 （アメリカ）には
これらの語を使われる結辞の一つとして挙げている著者が数人いるが，全体
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の数からすると取るに足らないものである。
表ー1（イギリス）と表ー2（アメリカ）から明らかなように，挙げられ
ている著者の内の半数以上が可としている yoursの省略された結辞は（イ
ギリスの場合にははなく）アメリカの場合で Sincerelyと Cordiallyであ
る。また，イギリスでは副詞 cordiallyの付いた結辞は表に見る限り全然使
われていない。
既に前章で引用したように， Murphy and Peck (1972, p. 138) は礼辞
を DearMr. (Mrs., Miss, Ms.) Smithゃ Gentlemen(Ladies) にし
た場合の結辞を Sincerely, Sincerely yours, Yours sincerely, Very 
truly yours, Yours very truly であるとし， 通信文を会社や団体にあて
て礼辞を “Gentlemen: "とした場合にも本来の結辞である Yoursvery 
trulyゃ Verytrul~ yoursだけではなく， Sincerelyyoursの yoursを
省略した Sincerely―それはきわめて informalで時と場合によっては礼を
失するとも考えられるーを使ってもよいとしている。事実，アメリカでは会
社や団体にあてた通信文で礼辞を “Gentlemen:"にしている場合にも結辞
を Yoursvery trulyゃVerytruly yoursでなく，また Yourssincerely 
ゃSincerelyyoursでもなく，単にSincerely（ふつうであれば DearJohn: 
のような礼辞に対して使われる）を使うことがふつうに見られる。これに対
して， イギリスでは同じように会社や団体にあてた通侶文で礼辞を “Dear
Sirs,"にしている場合の最もふつうの結辞は Yoursfaithfullyであり，ァ
メリカのように結辞を Yourssincerelyとしたり Sincerelyyoursとした
り，さらには単に Sincerelyとしたりということはふつう考えられない。
このように，アメリカ人は yoursを省略した単なる “Sincerely,’'あるい
は単なる “Cordially,"（礼辞を DearJohn：にした場合）という結辞を使う
ことによって手紙の名あて人に親近感を表そうとするのであるが，イギリス
人はその反対に相手に対してあまりなれなれしくすることを好まないのでそ
のような yoursの省略された informalな結辞は使わないと考えられる。
前章で考察した副詞の位置の場合と同じように， 結辞における yoursの省
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略にも両国民のそれぞれの国民性が反映されていると言えよう。
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